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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

 

あらたしき年 
2学年主任 古屋 彰士 

あらたしき年が始まりました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。みなさんはどのような気持ちで元

旦を迎えたでしょうか。今年一年がみなさんにとって吉き一年になることを願っています。 

さて、あらたしき年を迎え、「３年０学期」だとか「もう受験生だよ」だとか、気持ちの切り替えを促されたり、

勉強せよと煽られたりする言葉を耳にする機会が増えたのではないでしょうか。とても大切なことだとは思いま

すが、それらの言葉に惑わされないこともまた大切なことだと思います。「受験生」と呼ばれたからといって何か

スペシャルな能力が発揮されるようになるわけではありません。「何を大切にして生きていくのか」を自分なりに

考え、人間として成長できたと実感できるような一年にしてほしいと思っています。 

  私は数年来、大伴家持の歌の拓本を床の間に飾ってあらたしき年を迎えています。２０年ほど前、たまたま神

田の古書店で求めたものです。『万葉集』約 4500首の最後に収められている歌です。 

 

 

【本文】 

三年春正月一日於因幡國廳賜饗國郡司等之宴歌一首（題詞） 

新年乃始乃波都波流能家布敷流由伎能伊夜之家餘其騰 

右一首、守大伴宿祢家持作之（左注） 

【読み下し文】 

三年の春正月一日に、因幡国の庁にして、饗を国郡の司等に賜へる宴の歌一首 

新しき年の初めの初春の今日降る雪のいやしけ吉事 

（あらたしきとしのはじめのはつはるのけふふるゆきのいやしけよごと） 

右の一首は、守大伴宿祢家持作れり 

【歌意】 

新しい年のはじめの新春の今日を降りしきる雪のようにいっそう重なれ吉き事よ 

２月の主な行事予定 
 

２月 ６日（金） 教育相談，進研共通テスト模試（２年） 

７日（土） 進研共通テスト模試（２年） 

１１日（水） 建国記念の日 

１２日（木） 第４回定期試験時間割発表，学習強化週間（1８日まで） 

       第 3 回バイク免許取得希望者説明会〈昼休み〉 

第２回 PTA 学年委員会・理事会 

１４日（土） 駿台記述模試（１・２年希望者） 

１９日（木） 第４回定期試験〈１日目〉 

２０日（金） 第４回定期試験〈２日目〉 

２４日（火） 第４回定期試験〈３日目〉 

２５日（水） 第４回定期試験〈４日目〉，大掃除・式場準備 

２６日（木） 生徒休業日 

２７日（金） 同窓会入会式・表彰式・別れの言葉・卒業式予行 

３月 １日（日） 第 4７回卒業証書授与式・PTA３学年総会 



【2 学年通信リレー】 

AI を使ってみた 

４組副担任 仲嶋 恵 

 

  これまで 5 組や 6 組の副担任をしてきた私は、学年通信リレーの割当ては紙面の半分だった。今年は全面

だ。何を書こうか頭を抱えている私に、某先生が「娘さんの結婚式の話はどうですか？」と言ってくれた。ち

ょうどその時、今年の共通テストを AI に解かせたら・・・なんて話題を耳にした。「そうか、AI があるじゃな

いか!!」3 年生の面接練習や小論文指導でもお世話になりそのありがたさは既に実感している。早速《長女。大

学の同級生。県外に嫁ぐ結婚式・披露宴での母親の心情。》と入力したら次の文章①を提案してくれた。 

① 

 

 

 

 

                                             

 

これだけの情報でしっかりそれっぽい文章になってることにびっくりした。でも、いかにもって感じで鳥肌が立

つ。ズルをしようとしている立場でとは思うが、更にあれこれ要望を入力すること十数回。最終的に、教室で生

徒に自分のことを雑談している風でと追加したら次の文章②が出来上がった。 

 ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なっ、なんだ？今度は語り口調できたよ・・・」最初よりは自分のイメージに寄ってはきたけど、しっくりこ

ないしツッコミどころ満載だ。人の気持ちを AI に表現させる難しいのか、私の指示が下手なのか、いろいろ言

うなら最初から自分で書けよってことで納得した。 

 今の時代、結婚式と披露宴は主役の 2 人が全部準備。招待状は Web。招待客も挨拶や乾杯も友人メインで堅

苦しくない。新郎・新婦中座のエスコートは兄弟。最初渋っていた弟たちもいざその場になればノリノリで写真

撮影にもニコニコ顔で応じ、姉の手を引いて中座をエスコート。AI が考えてくれたような気持ちになっている心

のゆとりもないままバタバタと幕を閉じたというのが本当のところ。私の涙は、着つけ中に担当の方からかけら

れた言葉「黒留袖って結婚式だけなんです。新郎新婦の母親だけが着ることができるんですよ。着させてもらえ

ることに感謝ですね。」からの新婦への紅差しですでに使い切ってしまった。天気に恵まれ、本物の神社での挙式

や、横浜のおしゃれな会場でちょっとの感動とたくさんの疲労と無事に終わった安心感で満たされた一日だっ

た。最近はお金がかかるからと挙式や披露宴を挙げない選択もある。「やらない後悔よりやった後悔」なんて言い

ながら挙げた娘たちには感謝している。でも結局 AI が作ってくれた 2 つ目の文章の後半は表現こそ違えど私の

気持ちと同じなんだなあ。 


